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固体表面から放射される回体音の低減

木質材表面のダンピング処理の効果に関する一考察
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低騒音イほ嫡で蔚去に残った問題のーっか国体音州軍閥指荷である。鋼織告体、

コンクリート梅量休木造織告休合劇矧旨梅豊体とあらゆる材料から固体音訓鮒

されている。自財の中を伝搬する振動が国体表面で音となって放射されることは判っ

ているがいかにして音響放射効率を小さくするか、或いは材料としての強度創呆ちな

がら音響放射効率の小さな榊~の開発を目して、固体表面近傍の振動を結弾性材料で

帯細し、固体音放射針底臆する手法についての一考察を記す。

1.はじめに

集合住宅建造物において固体音問題とて床衝

撃音問題や戸境壁の遮音問題がある。これらの固

体音はコンクリート構造体内における木質材料や

石膏ボード等の内装材からの固体音が問題となっ

ている。本報告では木質材料を用いてその表面に

ダンピング材を分散配置することにより固体音の

放射を制御しようとする試みの途中結晶の速報で

ある。また、ダンピング構造を持つ複合材料の理

論解析手法の開発も試みたが、満足のいく成果は

まだ得られていない。ここでは3次元有限要案去

による計算結果の一部を記すに止める。

2.固体音の発生

機械、装置、各種構造物に関連する低騒音化にお

いて現在残っている大きな問題の一つは固体音の

低減である。機械的或いは音響的加振が固体部材

に作用し、その振動力漕附内を伝搬し、その振動

が固体表面で音を生成し、放射する。この音の生

成は、放射される音波の波長が物体の寸法に比べ

十分短く、物体の振動振幅が波長に比べ微小、か

つ物体の曲げ波の伝蹴車度が音速よりも速い場合

効率よく固体音が放射される。コンクリート部材

内を伝搬する振動波と固体表面の固体音の関連を

観察すると、 Fig.lIこ示すように剖財の中心を伝
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搬する振動は部材寸法に関連した縦皮の基本波で

あり、この波動が進行方向に対し直角な方へ広が

るにつれて周波数成分が増加し、固体表面におい

て多数周波数成分を持った曲げi皮が生成される。

その振動に対応した音が固体表面から固体音とし

て放射される。
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